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地域公共交通の｢リ･デザイン｣の実現に向けた提言

地方の公共交通は人口減少や車社会の進展等に加え、コロナ禍の影響で交通事業者の経営が

悪化するなど、危機に直面している。

中核市が、地域公共交通の「リ・デザイン」による持続可能なまちづくりを目指し、より実効的

な施策を展開できるよう、国土交通省を中心とした国の各省庁において、一層の連携や支援策

を講じていただくよう、提言する。

【提言の構成】（大項目４、中項目１１、小項目22）

１ 地域公共交通の

再構築・最適化

⑴ 地域公共交通ネットワークの再構築・最適化

（小項目3）

⑵ 路線バス・コミュニティバスの維持・確保

（小項目４）

２ 交通DXの推進 ⑴ ＭａａＳ （小項目２）

⑵ 自動運転 （小項目４）

⑶ AIオンデマンド交通 （小項目２）

⑷ ライドシェア （小項目２）

３ バス・タクシーの

新たな担い手確保策

⑴ 運転者の確保・育成 （小項目１）

⑵ 運転者の処遇改善等 （小項目１）

４ その他 ⑴ 行政職員の育成 （小項目１）

⑵ 公共交通関係予算の拡大 （小項目１）

⑶ 新たな自主財源の確保 （小項目１）

重点

重点

重点

重点
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※ 下線部は、本資料で取り上げている項目

※ は、国への要望における重点項目重点



（１） 地域公共交通ネットワークの再構築・最適化

①地域公共交通計画や利便増進実施計画の策定・推進にあたっては、交通事業者等との連携・協働・合意

形成が必要であり、計画の実効性を高めるためにも、計画に位置付けた幹線・支線や広域での取組を

含む利用促進への補助の拡充及び要件緩和並びに社会資本整備総合交付金（地域公共交通再構築事

業）の自治体要望額への確実な予算措置を行うこと。

●地域間幹線系統確保維持費国庫補助金

①地域公共交通計画に位置付けた路線への輸送量

や運行回数に関する要件緩和

（現行は、輸送量15～１５０人/日など）

②利便増進実施計画に位置付けた路線のうち、路線

再編により分割した路線以外の路線に対する輸送

量要件の適用除外

（現行は、輸送量３～１５０人/日など）

要件緩和

●利便性、持続可能性の高い地域公共交通ネットワーク

への再構築を図るため、まちづくりや観光振興施策

と連携し、中長期的に必要となる地域公共交通の形

成に必要な施設整備（鉄道施設やバス施設）等を行う

事業への確実な予算措置

確実な予算措置

●計画に位置付けた幹線・支線の運行費等に対する補

助額の増（現行は、補助率１/２など）

●交通事業者や行政等が一体となり、広域的な利用促

進対策に、より取り組めるよう拡充

（現行は、補助率１/２など）

補助の拡充

●地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助

①補助対象地域間幹線系統または地域間交通ネット

ワークへの接続要件の撤廃

（現行は、市域内幹線等への接続は適用外）

②過疎地域等の沿線を含まない路線への補助

（現行は、中核市では過疎地域等に含まれない高台

の団地・集落等は適用外）
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重点

１ 地域公共交通の再構築・最適化

（２） 路線バス・コミュニティバスの維持・確保

①地域間幹線系統確保維持費国庫補助金の補助要件では、「複数市町村を跨いで運行していること」とさ

れているが、行政区域内で完結する運行距離が著しく長い路線が多数存在することや、地域公共交通

計画に地域・区域間の移動手段を担う役割として幹線を位置付けているものもあることから、地域住

民の生活に必要不可欠な生活交通の維持確保を図ることができるよう、各地域の実態を踏まえながら、

一の市町村内で完結する路線への補助を拡充するなど、要件設定の見直しを行うこと。

重点

Ａ市 Ｂ市

補助対象系統（赤字）

Ａ市

補助対象系統（赤字）

現行

見直し
（拡充） ※一の市町村内で完結する長大路線

※複数市町村に跨る路線
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【金沢市】第３次金沢市交通戦略取 組 事 例



【前橋市】自動運転バス実証実験
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（２） 自動運転

①無人自動運転移動サービスの社会実装に向け、運行主体や運行管理、リスク分担の考え方、ＯＤＤ（走

行環境条件）の付与基準等のルール等について、国土交通省を中心に早期整備するなど、国・地方が一

体となった取組を行うこと。

①ＡＩオンデマンド交通については、これまでのバス・タクシー等と比べて、より少ない運転者と車両でより

多くの需要に応えることが期待されるが、人口、地域特性、移動実態等を踏まえた当該交通の適性が明

確でないことから、導入時のマニュアルを整備すること。

（３）ＡＩオンデマンド交通

２ 交通DXの推進

取 組 事 例 【富山市】AIオンデマンド交通「あいのり大山」

取 組 事 例
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（１） 運転者の確保・育成 （２） 運転者の処遇改善等

①コロナ禍で離職が進んだほか、改善基準告示の

改正により深刻化している運転者不足について、

事業者の運行の効率化等による対策では限界が

あることから、二種免許取得に係る支援や人材

確保セミナーの開催などの取組に対する補助拡

充等のさらなる支援を行うこと。

①運転者の給与水準や職場環境の向上など運転

者の処遇改善につながる事業者への直接的な

補助制度を創設すること。

運転者不足の深刻化

・コロナ禍による離職

・改善基準告示改正 など

路線バスの
維持・確保、

タクシーの需要に
応じた供給が困難

運転者の確保・育成

人材確保に係る取組に対する補助

拡充等のさらなる支援

運転者の処遇改善等

運転者の処遇改善につながる事業

者への直接的な補助制度の創設

バス・タクシーの
新たな担い手確保策

事業者の運行効率化等の
対策では限界

急
務

▲【鹿児島市】路線バス・タクシー運転者確保対策事業 ▲【豊橋市】路線バス・タクシー運転体験会＆会社説明会

（２）公共交通関係予算の拡大

①道路等の予算額に比して、公共交通、特に地域交通に関する国の予算の絶対額が不足していることか

ら、予算を大幅に増額し、地域公共交通の維持・活性化に必要な財政支援を講じること。

重点 重点

３ バス･タクシーの新たな担い手確保策

４ その他

取 組 事 例


